
これからもずっと
水をお届けするために

学識経験者や市民代表からなる審議会より
「今後の水道事業経営」に関する答申を受け取りました。

水道修繕受付センター

計画的な施設更新

もしもの水漏れに備えて
水道メーターボックスの止水栓の場所を確認しましょう。

水まわりのトラブルは、神戸市が開設する窓口

にご相談ください
水道修繕受付センター【神戸市開設】

きゅう　 な 　ろうすい　 ハイ 　い　 く　 よ

FAX:078-575-0338

0120-976-194 ～水道料金の見直し～

●古くなった水道管が増えています。

答申のポイント

広報紙KOBEより
抜き出して
お読みください。

悪質な業者や詐欺に
ご注意ください！

是非保存
してください

被害にあわないために、複数業者から見積もりをとるようにしましょう。
訪問契約の場合は、クーリングオフにより契約を解除できることがあります。

お問い合わせ　総合コールセンター（年中無休 8時00分～21時00分）

具体的な修理内容や料金を説明しない業者には注意しましょう！
悪質業者のトラブルに巻き込まれたり、おかしいなと感じたら、
「消費者ホットライン188（局番なしで「188」番）」

災害時や事故時に影響
が大きく、水の安定供給
に不可欠な施設を優先
して更新

世代間負担の公平性から、企業債の発行（借金）が妥当

更新財源の確保
企業債水道料金 ＋

配管の水漏れ

蛇口の水漏れ トイレのあふれトイレの水漏れ

排水管の水漏れ

汚水の噴き出し

企業債だけでは更新財源の確保ができないため、
水道料金の見直しが必要

見直しは、時期が遅くなるほど負担が大きくなるため、

できるかぎり早期に行うことが望ましい

TEL　0570-083-330 または 078-333-3330 FAX　078-333-3314

よくある質問発行元：神戸市水道局

⇒次ページで答申をふまえた神戸市の考えを解説します。

!

1. 1.

配水池から水を運ぶ配水管の更新ペースアップ2.

2.災害時給水拠点 

災害への備え

災害時給水拠点の目印

水道施設が被害を受けた際、復旧までの
間に皆さまへ水をお配りするため、貯水機
能のある災害時給水拠点を62か所（概ね
市内の半径2kmに1か所）設置しています。

災害時臨時給水栓（ふっQすいせん、いつでもじゃぐち）
災害時の避難所となる学校や公園に整備しています。災害発生
後、復旧を優先的に進めていくので、いち早く水が利用できるよう
になります。ふっQすいせんは63か所、いつでもじゃぐちは42か所
設置しています。
（2024年1月時点）　

ふっQすいせんの目印ふっQすいせん

阪神・淡路大震災では、神戸の水道は大きな被害を受け、応急復旧作業に3か月を要しました。
災害時に水の確保ができるよう、大容量送水管などの施設を整備しました。
その結果、神戸市民全員に1日3L×27日分相当の水道水を神戸市全体として確保できるようになりました。

24時間
365日受付

もっとくわしく

年間
40km

年間

50km相当



経営改善の取り組み

古くなった水道施設が増えていくため、
水道施設の更新・耐震化をはかり、災害・事故時の断水リスクをおさえていきます。
そのための更新財源（水道料金＋企業債）を確保していきます。

組織再編による効率化、民間活力の導入などにより、これまでも維持管理費（人件費等）を削減してきました。
今後もできる限り、経費削減の取り組みを続けていきます。

取り組み事例

早期復旧が必要な
病院や避難所となる
小学校などへの
ルートを優先

輸送機能も担う
大きな管路を優先

導水管
送水管

配水管

貯水池

浄水場

配水池

2000年
179億円/年

2022年
95億円/年

維持管理費
84億円減少

組織再編による業務効率化

西部水道
管理事務所

東部水道
管理事務所

北部水道
管理事務所

西部センター

中部センター

東部センター

北センター

垂水センター

配水池などの施設の統廃合

廃止

連絡管 連絡管

水道施設の更新

配水管更新のペースアップ 

● 更新にかかるお金が増えていきます

今後の更新費用の見込み

古いままだと、配水管から水が漏れる事故の リスクが増えます。
その規模によっては周辺地域 での断水・赤水、
道路の浸水・陥没等の影 響が
懸念されます。 

 神戸の水道施設の多くは、高度経済成長期に整備されました。
老朽化した施設が増えていくため、事故のリスクを増やさないためにも、
計画的に更新しています。

特に、配水池から水を運ぶ配水管は、更新ペースを段階的に引き上げていきます。

約150億円約150億円
現在

2024～2035年

約220億円/年
計画

今後の施設更新に
ついてはこちら

本内容は答申を踏まえた内容であり、現在市議会で審議中のため、確定したものではありません。
確定した際には、改めて広報紙にてお知らせいたします。

少量使用者の方にとって、
使用水量に応じた
料金となります

基本水量の
引き下げ

●その他

大口利用者の方の
負担減につながります

逓増制※を緩和
※お使いの水量が増えると、徐々に単価が上がる制度※お使いの水量が増えると、徐々に単価が上がる制度

水道施設は将来にわたって使うので世代を通じて
支えます更新費用の40%は企業債で確保

企業債の発行

料金の見直し
● 答申では、できるだけ料金改定を
　早期に行う必要性が示されています
2024年12月検針分から
約14.2%の改定率（答申では約16％）の料金改定を考えています。
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他の大都市と比較すると…

札
幌

東
京

名
古
屋

横
浜

京
都

静
岡

神
戸（
改
定
案
） 堺

北
九
州

1,9
20

1,8
80

1,8
58

1,8
55

1,8
35

1,8
35

1,6
30

1,6
10

2024年2月現在　一般用、口径20mm。1か月15㎥使用の場合、税抜

神戸って水道施設が多いのに、
他都市の水道料金と比べても
低い方なんだね

もっとくわしく

年間
40km

年間

50km相当※

※口径150～200mmの延長に換算した場合


